
高度化における研究概要

高度化の成果（大村天然化合物ライブラリーの拡充）

今後の発展

COIの開示（今回の演題に関連して、開⽰すべき利益相反はありません。）

天然化合物
（既知・新規）

生物活性評価
抗菌活性試験 酵素活性試験

大村微生物コレクション（放線菌・糸状菌）からの「天然化合物の探索」および「有用化合物の開発」の流れ

大量培養
（ジャー培養装置など）

5,000 培養液/年
精製

構造解析

培養液中の代謝産物解析

半合成

全合成

シード
化合物
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Pyripyropene A

創薬ポテンシャル
検証グループ

最適化
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農薬企業
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大村天然化合物
ライブラリー

天然物誘導体
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大村微生物
コレクション

X-Y
 Avermectin     CH=CH
抗寄生虫薬（動物薬）

 Ivermectin   CH2CH2
 抗寄生虫薬（ヒト医薬品）

Nanaomycin A
 抗真菌剤（動物薬）

Tilmicosin
 抗細菌剤（動物薬）

Rokitamycin
 抗細菌剤（ヒト医薬品）

Leucomycin A3
 抗細菌剤（ヒト医薬品）

Afidopyropen
 殺虫剤（農薬）

共同開発

大村天然化合物の医薬、動物薬、農薬としての実用例

糸状菌
約 15,000 株

放線菌
約 22,000 株

試験管振盪培養機 (500 本)：        2基
三角フラスコ振盪培養機 (60 本)：     7基
30 L容ジャー培養装置：        8基

大量培養のコラボもありです！

各種生物活性を指標に
発見された化合物

Phenazinomycin
（抗がん）

物性・理化学性状を指標に
発見された化合物

Mangromicin A

Actinoallolide A

Virgaricin AArgadin
（キチナーゼ阻害）

Actinoallomurus fluvus
MK10-036

Lechevalieria aerocolonigenes
K10-0216

Wickerol A
（抗インフルエンザ）

Trichoderma atroviride
FKI-3737

Clonostachys sp.
FO-7314

Streptomyces sp.
WK-2057

Virgaria boninensis
FKI-4860T

大村天然化合物ライブラリー

天然化合物
1,368 化合物

>100 mg

100~50 mg

50~10 mg

10~5 mg

< 5 mg

（1 mg/mL DMSO 溶液あり 951 化合物）

保有量

ペプチド、テルペン、アルカロイド、ポリケタイドなど様々な骨格の化合物を含む
（分子量 100–2,200 Da） 

高いスクリーニングヒット率！！

化合物ライブラリーの拡充
Feature-based molecular networking (FBMN) を利用した新規物質の効率的な探索方法の開発高度化の成果例

培地成分だけでなく、化合物ライブラリーのLCMSデータを適応
させることでライブラリーの化合物を検出させることが可能

解析結果

ORTEP図
マイクロEDにより測定

引き続き、大村天然物ライブラリーの高度化により多様な化合物を蓄積し、
化合物供給支援から多くの創薬リード化合物の創製に繋げていきたい。

新規骨格を有する化合物

Kikuchi et al. Chem. Eur. J. 2025, 31, e01912.

Lentindole A


